
【１６】

軽減の内容軽減の対象となる人区分

保険料段階第１段階の半額の
保険料相当額に軽減

１　老齢福祉年金受給者で本人および世帯全員が非課税
２　老齢福祉年金以下の収入で、次の４つの要件をすべて満たし、生活保護を受けていな
い人。諮世帯全員が住民税非課税諮世帯の年間収入が１２０万円以下（３人目から１人に
つき４０万円を加算）諮住民税課税者に扶養されていない諮１００万円以上の預貯金など一
定以上の資産を所有していない―人

Ⅰ

本来納めるべき保険料段階か
ら１段階分軽減

１　災害により著しい損害を受けたとき
２　世帯生計維持者の死亡または長期入院などで収入が著しく減少したとき
３　世帯生計維持者の収入が事業の休廃止、失業などにより著しく減少したとき
４　世帯生計維持者の収入が不漁、不作などにより著しく減少したとき

Ⅱ

保険料段階第３段階を第１段
階の保険料に軽減

　保険料段階が第３段階で、次の４つの要件をすべて満たす人。諮世帯全員が住民税非課
税諮世帯の年間収入が１２０万円以下（３人目から１人につき４０万円を加算）諮住民税課税
者に扶養されていない諮１００万円以上の預貯金など一定以上の資産を所有していない―人

Ⅲ

◆介護保険料軽減制度の概要

　
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画

の
策
定
に
伴
い
、
４
月
１
日
か

ら
介
護
保
険
料
段
階
と
第
１
号

被
保
険
者
（
　
歳
以
上
）
の
保

６５

険
料
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　
特
例
第
４
段
階
を
新
設

　
今
回
の
改
正
で
は
介
護
保
険

料
の
第
４
段
階
を
細
分
化
し
、

「
特
例
第
４
段
階
」を
新
設
し
ま

し
た
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
世
帯
に
住

民
税
を
課
税
さ
れ
て
い
る
人
が

い
て
も
、
本
人
の
所
得
が
一
定

額
以
下
で
あ
れ
ば
「
特
例
第
４

段
階
」
と
な
り
、
第
４
段
階
と

比
べ
て
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
基
準
月
額
を
改
定

　
第
１
号
被
保
険
者
の
介
護
保

険
料
の
基
準
月
額
が
３
５
９
６

円
か
ら
４
０
５
０
円
に
改
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
伴
う

緩
和
措
置
と
し
て
、
保
険
料
は

平
成
　
年
度
ま
で
毎
年
段
階
的

２３

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
本
町
で
も
年
々
高
齢
化
が
進

対　　象　　者２３年度２２年度２１年度現　行段　階

本人を含む世帯全員が住民税非課
税で、老齢福祉年金の受給者、生活
保護の受給者

　２４,3００円２４,０００円２３,７００円
２１,６００円

（基準額×０.５）
第１段階

本人を含む世帯全員が住民税非課
税で、合計所得金額＋課税年金収
入が８０万円以下の人

　２4,3００円２４,０００円２３,７００円
２１,６００円

（基準額×０.５）
第２段階

本人を含む世帯全員が住民税非課
税で、第２段階以外の人

　３6,４００円３６,０００円３５,５００円
３２,４００円

（基準額×０.７５）
第３段階

世帯員の誰かが住民税課税で、本
人の合計所得金額＋課税年金収入
が８０万円以下の人

　４2,5００円４２,０００円
４１,４００円

（基準額×０.８７５）
なし

特例　　

第４段階

世帯員の誰かが住民税課税で、本
人は住民税非課税の人

　４8,6００円４８,０００円４７,４００円
４３,２００円

（基準額）
第４段階

本人が住民税課税で、前年の合計
所得金額が２００万円未満の人

　60,7００円６０,０００円５９,２００円
５４,０００円

（基準額×１.２５）
第５段階

本人が住民税課税で、前年の合計
所得金額が２００万円以上の人

　72,9００円７２,０００円７１,１００円
６４,８００円

（基準額×１.５）
第６段階

◆保険料の段階と金額（年額）の改正内容

　
年
度
ま
で
段
階
的
に
引
き
上
げ

２３
み
、
昨
年
　
月
現
在
の
高
齢
化
率
は

１０

　
％
を
超
え
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い

３０介
護
を
必
要
と
す
る
方
々
も
増
え
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
も
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
４
月
か
ら
は

介
護
報
酬
が
平
均
３
％
引
き
上
げ
ら

れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
変

化
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
今
回
の

見
直
し
と
な
り
ま
し
た
。

　
厳
し
い
経
済
事
情
が
続
く
中
で
の

料
金
改
定
で
皆
さ
ん
に
は
ご
負
担
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

低
所
得
者
へ
の
減
免
制
度

　
町
で
は
、
収
入
が
一
定
以
下
の
方

を
対
象
に
介
護
保
険
料
の
軽
減
制
度

を
行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
の

は
、
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
お
よ
び

老
齢
福
祉
年
金
以
下
の
収
入
で
、
一

定
条
件
を
満
た
し
て
い
る
人
で
す

（
下
表
参
照
）。

　
保
険
料
の
減
額
を
受
け
る
た
め
に

は
本
人
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
対
象
と
な
る
方
は
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
町
保
健
福
祉
課
介

護
保
険
担
当
（
察
　－

３
１
１
１

８２

内
線
１
６
３
）
へ
ど
う
ぞ
。

低
所
得
者
の
負
担
軽
減
に
特
例
第
４
段
階
を
新
設

介護保険の

保険料が、

４月１日から

変わります。


